§３．聖ピオ保育園

○児童の処遇に関するもの

　　　　・職員数　　　　 42名　(非常勤含む)　　  直接処遇職員　 25名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊3/31現在　産休中1名、育休中3名
　　　　・新規採用職員　　5名  (保育士3名、非常勤保育士2名) 

　　　　・退職者数　　　　2名  (常勤保育士2名)
　　　　　　
· 児童数　(定員120名＋弾力化運用4名)　 
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月

	124名
	124名
	124名
	124名
	124名
	124名

	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	124名
	124名
	124名
	124名
	124名
	124名


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （総数　1,488名）　

　　　　・緊急一時・一時保育　　　　延べ971名利用

　　 　 ・延長保育児童数　　　　　　18:00～20:00　　累計　822名 (時間外利用者数含む)
· 行　事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　林間保育（5歳児クラス、保護者との共催行事）は、保護者と十分に協議を重ね
行き先、日程・行程内容等決定し実施した。
11月には、前年度に引き続き全クラスで個人面談を行った。さらに2～5歳児の
クラスでは保育参観を実施した。日頃の様子を見ていただいたり、参加して一緒に
楽しんでもらうことができた。
その他の行事は、ほぼ行事計画通りに実施できた。
· 保　健
　　　　　　　健康診断・歯科検診・蟯虫卵検査・保健指導等、計画通りに実施できた。

　　　　　　　感染症対策委員会が、嘔吐処理・手洗い・おむつ交換のマニュアルの整備見直しを
　　　　　　　行い、委員会メンバーが中心となってデモンストレーションや児童・職員への手洗い
指導を実施した。
職員誰もが参加できるケース会議を行い、支援の必要な児童一人ひとりの成長発達
及び行動特徴等について共通理解を図ると共に今後の支援について話し合った。
　　 　  ・給　食　

　　　　　　　献立表の作成・調理保育・食育指導・バイキング・お誕生日メニュー・給食献立
会議等、計画通りに実施できた。

　　　　　　　食育では、野菜の皮むき・種取り、調理保育の他に野菜の栽培をした。収穫した
野菜は生のまま切って食べた。2・3歳児クラスではクッキーを、4歳児クラスでは
味噌を作った。5歳児クラスでは前年度自分たちで作った味噌を使い、調理保育で
味噌汁を作り、給食にも使用した。3月には、給食をお弁当に詰めて園庭で食べたり
公園に運んで食べたりした。
2月の保護者会後1～5歳児クラスでは、手作り味噌を含め子どもたちに人気の
メニューの試食会と栄養士による園給食についての説明を行った。
○保護者に関するもの
　　　　・保護者の参加行事(ゆかたdeﾌｪｽﾀ・運動会・お遊戯会）に関しては、保護者
アンケートを実施した。
・その他、保護者会・父母総会・役員会・個人面談・園だよりの毎月発行等
計画通りに実施できた。

○職員に関するもの

　　　  ・慈生会理事長松本氏をお迎えし、『命について』お話をしていただき法人の理念に
ついての園内研修を行った。
また、1F･2Fのﾐｰﾃｨﾝｸﾞの際に職員自らが発案し話し合うテーマを決め、資料を
準備して毎月1回勉強会を開き一人ひとりのスキルアッフﾟを図った。
　　　　　　　《テーマ》2F…SIDS発生時の対応　　　　　 予防接種について(3回)
　　　　　　　　　　　　　　保護者対応について　　　　　沐浴について
　　　　　　　　　　　　　　0.1歳児の保育のあり方　　　1歳児の発達の様子（精神面）
　　　　　　　　　　　　1F…指導する難しさ、大切さについて
　　　　　　　　　　　　　　保護者対応について　　　　　要支援児童について
　　　　　　　　　　　　　　子どもを“みる”とはどういうことか？
　　　　　　　　　　　共通…プールについて、個人面談について
・外部研修についてはレポートを提出し、職員会議で発表した。
　　　  ・その他会議、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ・職員検診・検便・福利厚生等は計画通りに実施できた。
・インフルエンザの集団予防接種を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　

○防災・防犯対策
　　　　・月1回の避難消火訓練.防犯訓練を行った。

　　　　・全職員のAED訓練を実施した。
　　　　・保護者の協力の下、引渡し訓練.災害時緊急一斉連絡の試験運用の体験を行った。
　　　　・ﾋﾔﾘﾊｯﾄの提出と集計・分析を行い、保育中の事故の軽減を図った。(年950件)
○療育センターアポロ園巡回指導
　　　　・年4回(4/24,7/31,8/31,12/22)　延べ13名
　　　　　児童の様子を見た後、園長、看護師、クラス担任でｶﾝﾌｧﾚﾝｽを行った。

○保育学校実習生、総合学習、職場体験受け入れ　　
　　　　・保育学校実習生　…6校　15名　　　　
　　　　・看護科実習生　　…1校　 8名
　　　　・職場体験等　　　…中学校：2校　 5名 　　　高校：3校　3名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                       

　　　　・ボランティア　　…2校　 3名
○地域交流活動事業
・ゆかたdeﾌｪｽﾀ　　…　　 358名参加　
　　　 ・もちつき大会　　 …　 　310名参加　
　　　　　　＊園内外の子ども・保護者・白鷺さくら苑の方々大勢が参加してくださった。
　
○第三者評価受審　　　㈱福祉規格総合研究所にて実施　　　　
○主な工事・購入
　　　・幼児用プール　　　　  ･･･　　1,500,000円
　　　・電話設備　　　　　　　･･･　　　150,000円
○苦情対応について
　　平成27年度は、第三者委員に報告すべき苦情はありませんでした。
○主な実施事業他
　(1)事務合理化を目的とする事務システム化
　　　　前年度より進めてきた事務作業のIT化ですが、新しいソフトを開発しながらのため
思いの外時間がかかりましたが、一部可動（クラス日誌・出席簿）をはじめました。
残りの作業もソフトの微調整と共に進めています。

　(2)子育て支援事業の開始

　　　　統括主任を中心として子育て支援事業を開始しました。体験保育や育児相談の受付、
　　　　地域の児童を対象としたイベント(赤ちゃん体操・サッカー大会巻き寿司作り）を
　　　　催しました。参加人数はまだ少ないですが、ご好評いただきました。
　(3)保育内容の充実と質の向上
　　　　要支援(ケース会議)・保育目標・環境設定の各PTを立ち上げ、園としての保育内容
　　　　の充実と共有化、保育の質の向上と標準化に努めました。職員一人ひとりが園全体の
児童の姿を把握し、同じ目標･課題に向かって保育を計画、実施していくようになり
ました。
また0.1歳児を発達・成長により3グループに分け、一人ひとりをきめ細かく保育
する試みも、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞを重ね次年度より実施する予定です。
（4)新制度施行
　　　 新制度施行に伴い区の運営費(給付費)請求の事務作業が遅れ、収入がなかなか確定
しませんでした。年度末近くになってやっと確定し、決算報告にもありますように
昨年度よりわずかですが収入が増えています。
(5)保育人材の確保
　　　27年度は人材を確保するために民間の派遣会社等も利用しましたが、28年度は実習生や
　　　中野区の就職説明会に参加していた学生(卒園生)が入職しました。
産休及び育休中であった職員も子どもを保育園に預けることができ、それぞれ4月または
5月より復帰しています。しかし4名の職員が時短をとっており、早朝延長保育の児童の
増加と職員の超過勤務が恒常化している現状では短時間勤務の非常勤職員の採用が必要
と考えています。
　　　
